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python, networkx でグラフを描画

 グラフ最適化の最適解をグラフ G = (V, E) で描画したい
 Google Colaboratory を利用し，python, networkx を使う

 利用方法（初回）

(1) google アカウントにログインし，google drive へ移動

(2) 「新規」－「その他」－「アプリを追加」を選択

(3) 「Google Colaboratory」 を追加

 利用方法（2回目以降）

(1) google アカウントにログインし，google drive へ移動

(2) 「新規」－「その他」－「Google Colaboratory」を選択

 ファイルは google drive に自動保存される．一度作成したら，次回以降は，
google drive 内のファイル [***.ipynb] を選択して，開くことができる

 Jupyter Notebook と同様に使える

 networkx, matplotlib などの pythonライブラリは default で使用可能



python, networkx でグラフを描画
 無向グラフ G = (V, E) を描画

 V={1,2,3,4,5,6} ※|V|=6
 E={(1,2),(1,3),(2,3),(2,4),(2,5),(3,4),(4,5),(4,6),(5,6)} ※|E|=10

Google colaboratory の
[コード] 内に記述

全て記述出来たら，左
側の三角ボタンを押す
と，コードが実行される

コードの下に
実行結果が表示される

コードの下に実行結果が表示されずに，エラーメッ
セージが出たら，内容をよく読み，コードの間違って
いる箇所を探して修正する．修正し終えたら再度実
行ボタンを押す（正しく出来るまでこの繰り返し）



python, networkx でグラフを描画
 無向グラフ G = (V, E) を描画し装飾

nx.draw(G) のオプション設定
 with_labels=True … 各点のラベル表示
 node_color=ncol … 点の色をncolの色に設定
 edge_color=ecol … 枝の色をecolの色に設定
 node_size=1000 … 点のサイズを1000に設定
 width=3 … 枝の太さ(幅)を3に設定



python, networkx でグラフを描画
 有向グラフ G = (V, E) を描画し装飾

G = nx.DiGraph() で有向グラフ（枝に向きがある）を作成
※枝(1,2) と枝(2,1) があるので，(1,2)は両向き矢印⇔に



python, networkx でグラフを描画
 無向グラフ G = (V, E) の最大マッチングを描画

 最大マッチング M={(1,6), (2,8), (3,5), (4,10), (7,9)} ※|M|=5 赤色の枝

上部にある[＋コード]ボタンを

押す．すると，前ページの結果
の下に新たな[コード] 画面が開
くので，そこにこれを記述．
[コード]画面は右側の上下矢印
[↑ / ↓] で移動（入替）可能



python, networkx でグラフを描画
 グラフ G = (V, E) オブジェクトを生成後，各種情報を取得し表示

print( ) 関数は，python の命令文で，括弧内（ ）のものを画面に表示する
 ダブル・クォーテーション（” “）で囲まれた部分は「文字列」で，そのまま画面に表示
 複数のものを表示する場合は，コンマ（, ）で区切る
 例えば，nx.info(G) は，グラフオブジェクト G の情報（6点11枝の有向グラフ）を取得

※print( ) 文の内部に書かれているので取得した情報を画面に表示
 例えば，degrees: [(1,3), (2,5),…] は「点1の次数が3で，点2の次数が5で，…」という意味



python, networkx でグラフを描画
 枝に重みがあるグラフ（最大重みマッチング）の描画



python, networkx でグラフを描画
 ランダムグラフの生成から，隣接行列/接続行列の取得まで

行列を転置したい場合は
.transpose()

を付記すればよい

.astype(int) は，
接続行列の値を

有理数（0.0, 1.0）でなく
整数（0, 1）表記にする

.todense() は，
疎行列ではなく
密行列にする



python, networkx でグラフを描画
 重み付きランダムグラフの生成



python, networkx でグラフを描画
 位置情報（(x, y)座標）

付きグラフの描画



python, networkx でグラフを描画
 無向グラフと補グラフの生成，左右に並べて描画



python, networkx でグラフを描画
 有向グラフと接続行列，テキストファイルへの書き出し

numpy も利用

有向グラフを指定

接続行列を有向グラフ用に設定
最初に負の符号（ー）も忘れずに
※(-1)倍しないと通常と逆になる



python, networkx でグラフを描画
 書き出したテキストファイル（test.txt）の確認

①コードの左側にある
フォルダマークをクリック

②表示されるファイル
名をダブルクリック

③コードの右側にテキス
トファイル（test.txt）の内
容が表示される

ファイル名（②の箇所）か
らダウンロードも可



python, networkx でグラフを描画
 無向グラフと隣接行列，csvファイルへの書き出し

csv へ書き込み

numpy も利用

dtype=int は，
隣接行列の値を

有理数（0.0, 1.0）でなく
整数（0, 1）表記にする



python, networkx でグラフを描画
 書き出した csvファイル（test.csv）の確認

①コードの左側にある
フォルダマークをクリック

②表示されるファイル
名をダブルクリック

③コードの右側に csv
ファイル（test.csv）の内
容が表示される

ファイル名（②の箇所）か
らダウンロードも可


